
【別紙様式】   

令和５年度  教育指導の重点及び学校経営計画  

 
 

 
               
 
 

学校番号  学  校  名 

２ ６  岐阜県立大垣商業高等学校 

 

 

学校教育目標  

 

１ 知・徳・体の調和のとれた豊かな心と健やかな身体の育成 

２ 地域、家庭、学校の連携協力による明るく、活力ある、地域社会人の育成  

ス ク ー ル ・  

ポ リ シ ー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・事実を客観的に分析し、新しい価値を創

造するとともに、地域を支えるために行動

ができる生徒 

・課題解決に向けて論点整理ができ、課題

解決に向けた方策等を立案・提案すること

ができる生徒 

・事実を多面的に捉え、論理的に考えをま

とめることができる生徒  

 

・企業等と連携した取組（商品開発、販売

実習等）及び高度で専門的な職業能力を有

する人材による講義・実習等の学習活動  

・ＩＣＴ等を活用しながら、ビジネスで役

立つ知識と技術等を身に付けるための実

践的・体験的な学習活動  

・答えが一つでないことの多い経済社会に

あって、課題に対し論点を明確にし、他者

と協働しながら実行、検証する課題探究的

な学習活動 

 

・「志」・・高い目標を持ち学習活動や部

活動等に積極的に取り組み、自分の未来を

切り拓く意欲を持つ生徒  

・「向上心」・・ビジネススキル等を身に

付けるために、目的意識を持ち目標に向か

ってチャレンジする生徒 

・「思いやる心」・・本校の生徒であるこ

とに誇りと自信を持ち、他者を尊重し、思

いやりの心を持つ生徒  

 

＜ 教育指導の重点＞  

今年度の具体的な重点目標  
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１ 確かな学力の確立と専

門性の深化  

 

①  「授業改善」＝魅力ある分かる授業を実施します。  

・授業教材の工夫、ＩＣＴ機器の活用などによる、生徒が主体的に

学べる授業を推進します。 

・授業改善要望（生徒による授業評価）を参考に、授業改善を前進  

させます。  

・定期的に公開授業及び研究授業を実施し、授業力を向上します。 

②「学習習慣の確立」＝学習習慣を身に付けさせる工夫をします。  

・スケジュール管理手帳（年間行事入り）の活用により、計画的に  

学習する習慣、メモ・記録する習慣を身に付けさせます。  

❶授業評価アンケートの実施  

 ・授業内容が理解できる。  

           （全科目 80%以上） 

 ・全教科で公開授業実施（実施率 100%） 

・授業改善要望調査の実施  

   （改善計画書・報告書の 100%提出） 

❷生活改善アンケートの実施  

・授業外での学習を１時間以上実施  

（80%以上） 



・家庭での学習課題を充実させ、家庭学習時間の増加を図ります。 

③「専門性の深化」＝各教科及び専門教育推進部の連携を強化します。 

・高度な資格の複数取得に向けた指導体制を充実し、専門的な知  

識・技術を身に付けさせます。  

・地域、企業、大学等と連携した実践学習等により、専門性を深化  

させると共に、ふるさと教育を充実し、地域社会で即戦力となる

人材を育成します。  

 

➌検定試験取得数、外部連携先数  

 ・全商検定試験１級複数取得  

（120名以上が３種目以上取得）  

・外部連携先数の充実（増加） 

２ 基本的生活習慣の確立、

教育相談環境の充実、安

心・安全な学校生活の確

立 

 

 

 

 

①  「ビジネスマナーの習得」＝身だしなみ、挨拶の習慣、コミュニ

ケーション能力を身に付けます。  

・全校生徒および教師による朝の挨拶運動を行います。  

 ・始、終業時の挨拶、身だしなみを徹底します。  

②「ＭＳリーダーズ活動」＝交通マナーを遵守します。  

 ・交通安全啓発活動を行います。  

③「教育相談」＝気軽に相談できる環境を作ります。  

 ・「ほっとプレイス」（不登校生徒への学習機会の支援場所）を活

用します。  

 ・学校生活に関するアンケート、心のアンケート、定期教育相談を

実施し、早期発見に努めます。  

❶端正な身だしなみと日常的な挨拶  

（指導回数と生徒へのアンケート）  

  遅刻回数（全校で250回未満） 

 

❷交通事故件数（10件未満） 

 

❸相談件数  

３ 個々の進路希望に応じ

た指導の充実と進路実現  

 

 

 

①  ｢進路実現」＝全員の進路希望の達成までサポートします。 

･｢実現したい進路｣を目指して主体的に取り組む姿勢を作ります。 

②  ｢キャリア教育の充実」＝個々の進路に応じた指導をします。  

・基礎学力の定着と専門性の深化の両立を目指します。 

③  ｢継続学習」＝進路決定後も継続的な学習の場を作ります。 

 ・将来を見据えて計画的・継続的に学ぶように指導します。   

❶希望する企業への内定率100％ 

❷志望する大学等への進学100％ 

❸プラスワン資格の取得  

 


